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伊
那
下
神
社
節
分
祭
－
鬼
や
ら
ひ
－
（
２
月
３
日
）

伊
那
下
神
社
節
分
祭
－
鬼
や
ら
ひ
－
（
２
月
３
日
）

２
月
３
日
、
伊
那
下
神
社
で
節
分
祭
－
鬼
や
ら
ひ
－
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
月
３
日
、
伊
那
下
神
社
で
節
分
祭
－
鬼
や
ら
ひ
－
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

餅
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

広
報
広
報

広
報
広
報
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東
日
本
大
震
災
と
は

東
日
本
大
震
災
と
は

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
日
本
の
観
測
史
上
最
大
規

模
の
震
災
で
す
。
単
な
る
「
地

震
」
の
枠
を
超
え
、
巨
大
津
波

と
原
発
事
故
が
重
な
っ
た
未
曾

有
の
複
合
災
害
と
し
て
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
震
度
４
の
地
震
を
観

測
し
、
沿
岸
部
に
は
、
津
波
警

報
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

    

東
日
本
大
震
災
か
ら

東
日
本
大
震
災
か
ら
1515
年年

　　

〜〜
未
曾
有
の
大
震
災
を
教
訓
に
、
日
頃
の
備
え
を
再
確
認

未
曾
有
の
大
震
災
を
教
訓
に
、
日
頃
の
備
え
を
再
確
認
〜〜

○
「
特
別
な
準
備
」
を

　

い
つ
も
の
買
い
物
時
に

　

災
害
が
起
き
た
後
、
支
援
が

届
く
ま
で
の
数
日
間
を
ど
う
生

き
抜
く
か
は
、
備
蓄
し
て
い
る

も
の
が
大
事
で
す
。
町
で
も
備

蓄
食
料
や
飲
料
水
な
ど
を
備
え

て
い
ま
す
が
、
個
人
で
も
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

　

（
回
転
備
蓄
）
の
コ
ツ

　

備
蓄
食
料
な
ど
を
箱
や
倉
庫

に
し
ま
い
込
む
の
で
は
な
く
、

日
常
的
に
食
べ
て
い
る
レ
ト
ル

ト
食
品
や
缶
詰
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
な
ど
を
「
少
し
多
め
」

に
買
い
置
き
し
て
お
く
こ
と
を

お
す
す
め
め
し
ま
す
。

　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
行

う
こ
と
で
、
常
に
新
鮮
な
備
蓄

食
料
な
ど
が
自
宅
に
あ
る
状
態

を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

使
う
：
期
限
の
古
い
も
の
か

　
　
　
　

ら
食
べ
る

　

買
う
：
食
べ
た
分
を
補
充

大
き
な
災
害
の
と
き
に
は

大
き
な
災
害
の
と
き
に
は

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、「
自
助
」
「
共
助
」
「
公

助
」
の
３
つ
の
“
チ
カ
ラ
”
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
最
も
基
本
と

な
る
の
が
「
自
助
」
で
す
。
ま

ず
や
る
べ
き
こ
と
は
、
「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
で

す
。
自
分
が
助
か
ら
な
い
こ
と

に
は
、
助
け
を
求
め
て
い
る
人

を
助
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
非
常
持
出
品
の

確
認
、
避
難
経
路
や
避
難
場
所

の
確
認
、
連
絡
手
段
の
確
認
な

ど
、
家
族
で
防
災
対
策
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
災
害
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

《
地
震
の
概
要
》

・
発
災
日
時

　

平
成
23
年
３
月
11
日

　

午
後
２
時
46
分

・
震
源

　

三
陸
沖

・
規
模

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９･

０

・
最
大
震
度

　

震
度
７
（
宮
城
県
栗
原
市
）

被害の状況 （全国計）

（令和７年３月１日現在）

人的被害
（人）

　死者 （関連死含む） １９，８７２

　行方不明者 ２，５５０

　負傷者 ６，２４２

　重傷 ７０１

　軽傷 ５，３５４

　程度不明 １８７

住家被害
（棟）

　全壊 １２２，０５３

　半壊 ２８４，０７４

　一部破損 ７５０，０６９

※火災 （件） ３３０

※消防庁 「平成23年 （２０１１年） 東北地方太平洋大震災

※ （東日本大震災） 第１６５報 （令和７年３月 10日） より

教
訓
を
忘
れ
な
い

教
訓
を
忘
れ
な
い

○
「
命
を
守
る
」
と
い
う
こ
と

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も

な
く
15
年
が
経
過
し
ま
す
。
甚

大
な
津
波
被
害
を
目
の
当
た
り

に
し
た
あ
の
日
の
緊
張
感
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○
「
遠
く
」
よ
り
「
高
く
」
へ

　

津
波
が
来
る
ま
で
の
時
間
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
い
る
所

か
ら
一
番
近
く
の
「
津
波
避
難

ビ
ル
」
「
避
難
タ
ワ
ー
」
「
避
難

場
所
」
な
ど
、
少
し
で
も
高
い

所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
日
頃

か
ら
ど
こ
に
避
難
場
所
が
あ
る

か
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

〈
写
真
提
供
〉
岩
手
県
山
田
町

元
危
機
管
理
室
長　

白

靖
行
氏▲津波が防潮堤を越える様子
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自
転
車
の
違
反
行
為
に

対
す
る
交
通
反
則
通
告

制
度
が
始
ま
り
ま
す

ま
ち
の
つ
な
ぎ
役
の
た
め
の
学
び
合
い
講
座

ま
ち
の
つ
な
ぎ
役
の
た
め
の
学
び
合
い
講
座

　

令
和
８
年
４
月
１
日
（
水
）

か
ら
、
16
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対

す
る
交
通
反
則
通
告
制
度
（
青

切
符
制
度
）
の
運
用
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

静
岡
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
、
制
度
に
つ
い
て
の

解
説
動
画
が
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
制
度
の
理
解
と
自
転

車
の
安
全
利
用
の
た
め
、
ぜ
ひ

ご
視
聴
く
だ
さ
い
。
動
画
は
、

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
視
聴

で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

警
察
本
部
交
通
部
交
通
企
画
課

０
５
４
（
２
７
１
）
０
１
１
０

 ▲静岡県警察
 　ホームページ

　

町
で
は
、
第
６
次
総
合
計
画

の
町
の
将
来
像
に
掲
げ
た
「
コ

ン
パ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
」
実
現

に
向
け
、
「
ま
ち
の
つ
な
ぎ
役

の
た
め
の
学
び
合
い
講
座
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
５

回
開
催
し
、
「
コ
ン
パ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
」
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
町
内
で

活
動
し
て
い
る
「
い
の
ち
を
守

る
防
災
」
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
支
え
合

い
）
」「
新
し
い
産
業
振
興
」「
伝

統
を
受
け
継
ぐ
」
「
学
び
育
ち

合
う
」
の
５
つ
の
チ
ー
ム
な
ど

が
、
情
報
共
有
や
意
見
交
換
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
後
と
な
る
第
６
回

学
び
合
い
講
座
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
各
チ
ー
ム
の
活

動
報
告
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

３
月
14
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

○
場
所

　

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修
室

○
そ
の
他

　

参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
な
く
て

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
、
「
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
支

え
合
い
）
」
チ
ー
ム
が
、
健
康

福
祉
課
や
国
、
県
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
方
々
と
、
町
内
で
行
わ

れ
て
い
る
高
齢
者
の
見
守
り
事

業
に
つ
い
て
、
課
題
や
今
後
の

在
り
方
な
ど
の
情
報
共
有
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
と
一
緒
に
課
題

解
決
に
向
け
て
、
話
し
合
い
を

続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

学
び
合
い
講
座
を
通
じ
て
、

町
内
で
活
動
し
て
い
る
チ
ー
ム

が
、
主
体
的
に
活
動
の
幅
を
広

げ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
「
き
ょ

う
ど
う
」
の
ま
ち
づ
く
り
が
動

き
始
め
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

松
崎
町
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

松
崎
町
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

　

２
月
15
日
、
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
、
松
崎
町

ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
の
松
崎
町

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
全
日
本
選
手
権

で
通
算
５
度
の
日
本
一
に
輝
き
、

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０

１
２
大
会
の
女
子
卓
球
団
体
で

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
男
女
通

じ
て
日
本
卓
球
史
上
初
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ

た
平
野
早
矢
香
氏
を
迎
え
、「
昨

日
の
自
分
よ
り
一
歩
前
へ
～
卓

球
か
ら
学
ん
だ
挑
戦
す
る
こ
と

の
大
切
さ
～
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
を
交
え
た
飾
ら
な
い
語

り
の
中
に
も
、
目
標
に
向
か
っ

て
ひ
た
む
き
に
打
ち
込
ん
で
い

る
姿
勢
と
、
常
に
自
ら
目
標
を

課
し
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も

取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
貪
欲
な

姿
勢
は
「
愚
直
な
求
道
者
」
そ

の
も
の
で
し
た
。
会
場
に
は
、

約
３
０
０
人
が
集
ま
り
、
平
野

氏
の
語
り
に
う
な
ず
き
な
が
ら

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

▲講演をする平野早矢香氏

▲花束贈呈
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後

発
医
薬
品
）
と
は
、
先
発
医
薬

品
（
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た

後
に
、
先
発
医
薬
品
と
有
効
成

分
が
同
じ
で
、
同
じ
よ
う
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
薬
で
す
。
開

発
費
用
が
か
か
ら
な
い
分
、
先

発
医
薬
品
よ
り
低
価
格
と
な
り

ま
す
（
全
て
の
先
発
医
薬
品
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
）
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
は
、
医
師
・
薬
剤
師

と
十
分
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い

る
医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合
に
薬

代
が
ど
れ
く
ら
い
削
減
で
き
る

か
、
そ
の
一
例
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
書
（
差
額
通
知
）
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
こ
の
お
知

  
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
よ
び
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
の
使
用
促
進
に
つ
い
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
よ
び
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
の
使
用
促
進
に
つ
い
て

　

「
特
別
の
料
金
」
と
は
、
先

発
医
薬
品
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
薬
価
の
差
額
の
４
分
の

１
相
当
の
料
金
の
こ
と
で
、
診

療
費
の
一
部
負
担
金
と
合
わ
せ

て
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
先
発
医
薬
品
の
価

格
が
１
錠
１
０
０
円
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
価
格
が
１
錠

60
円
の
場
合
、
差
額
40
円
の
４

分
の
１
で
あ
る
10
円
を
、
通
常

の
１
～
３
割
の
患
者
負
担
と
は

別
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
先
発
医
薬
品
を
処

方･

調
剤
す
る
医
療
上
の
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や

流
通
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
医

療
機
関
や
薬
局
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
在
庫
が
な
い
場
合

な
ど
に
は
、
「
特
別
の
料
金
」

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

ら
せ
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
変
更
を
強
要
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
と
は

バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
と
は

　

バ
イ
オ
医
薬
品
は
、
遺
伝
子

組
み
換
え
技
術
や
細
胞
培
養
技

術
な
ど
を
応
用
し
て
、
微
生
物

や
細
胞
が
持
つ
タ
ン
パ
ク
質

（
ホ
ル
モ
ン
、
酵
素
、
抗
体
な

ど
）
な
ど
を
作
る
力
を
利
用
し

て
製
造
さ
れ
る
医
薬
品
の
こ
と

で
す
。

　

バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
と
は
、
バ

イ
オ
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た

後
に
、
他
の
製
薬
会
社
か
ら
発

売
さ
れ
る
薬
で
、
先
行
バ
イ
オ

医
薬
品
と
同
等
、
同
質
の
品
質
、

安
全
性
、
有
効
性
を
有
す
る
医

薬
品
で
、
一
般
的
に
先
発
医
薬

品
に
比
べ
て
薬
価
が
安
く
な
っ

て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー

は
、
が
ん
、
糖
尿
病
、
関
節
リ
ュ

ウ
マ
チ
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
骨

粗
し
ょ
う
症
な
ど
の
治
療
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
医
師
・

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
・

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
・

バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
の
推
奨

バ
イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
の
推
奨

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
や
バ

イ
オ
シ
ミ
ラ
ー
の
普
及
な
ど
に

よ
り
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
少
な
く
な
る
と
、
医
療
機
関

で
の
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ

る
他
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の

安
定
的
な
運
営
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
で
負

担
す
る
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え

る
こ
と
は
、
そ
れ
に
必
要
な
国

民
健
康
保
険
税
の
伸
び
を
抑
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
し
ま
す
」
シ
ー
ル
を
７
月
送

付
予
定
の
資
格
確
認
書
な
ど
の

更
新
時
に
同
封
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

医
薬
品
自
己
負
担
の
仕
組
み

医
薬
品
自
己
負
担
の
仕
組
み

　

令
和
６
年
10
月
か
ら
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
薬

で
、
先
発
医
薬
品
の
処
方
を
希

望
す
る
場
合
は
、
「
特
別
の
料

金
」
が
加
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲ジェネリック医薬品
　およびバイオシミラー
　などの使用促進について

▲特別の料金に
ついて
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春
が
近
づ
き
、
転
勤
や
進
学

な
ど
に
よ
る
引
っ
越
し
が
多
い

季
節
に
な
り
ま
す
が
、
粗
大
ご

み
や
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対

象
製
品
な
ど
は
、
処
分
方
法
を

確
認
し
、
正
し
く
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

　

資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め

正
し
く
分
別
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

○
可
燃
ご
み
に
つ
い
て

　

可
燃
ご
み
は
週
２
回
、
地
区

ご
と
の
指
定
日
に
収
集
し
て
い

ま
す
。

　

集
積
場
所
へ
は
、
必
ず
町
の

指
定
袋
に
入
れ
、
名
前
を
書
い

て
、
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時

15
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
収
集
員
が
け
が
を
し

た
り
、
焼
却
炉
の
故
障
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
指
定
袋
に

は
、
可
燃
ご
み
以
外
は
絶
対
に

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

引
っ
越
し
の
際
は

 

水
道
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

水
道
の
使
用
開
始
や
使
用
中

止
、
名
義
な
ど
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
手
続
き
が
さ
れ
な
い
と
、

前
使
用
者
と
の
間
で
水
道
料
金

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

○
転
出
（
転
居
）
す
る
と
き

　

使
用
中
止
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
中
止
の
手
続
き

が
さ
れ
な
い
と
、
た
と
え
水
道

を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
基

本
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
転
入
す
る
と
き

　

使
用
開
始
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
た
と
え
水
道
が

使
え
る
場
合
で
も
手
続
き
を
さ

れ
な
い
と
、
使
用
者
と
使
用
開

始
日
の
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、

必
ず
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
開
始
日
・
中
止
日
が
休
日
や

　

祝
日
の
場
合
、
事
前
に
ご
連

　

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
の
温
泉
、
集
落
排
水
を
使

　

用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
水
道

　

と
同
様
に
手
続
き
が
必
要
と

　

な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

    　　

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う

ご
み
は
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　

    　
　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

○
分
別
ご
み
に
つ
い
て

　

分
別
ご
み
収
集
は
、
毎
月
２

回
で
す
。
た
だ
し
、
粗
大
ご
み

の
収
集
は
、
毎
月
１
回
目
の
み
、

植
物
性
廃
食
油
の
収
集
は
、
２

回
目
の
み
に
な
り
ま
す
。

　

家
具
な
ど
の
粗
大
ご
み
は
、

あ
ら
か
じ
め
不
要
に
な
る
も
の

を
調
べ
て
お
き
、
引
っ
越
し
前

に
計
画
的
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
町
で
は
処
分
で
き
な
い
ご
み

　

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
（
冷
凍
庫
）
、
洗
濯
機
な
ど

の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象

製
品
や
、
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
製
品
は
、
購
入
元

の
小
売
店
な
ど
に
処
分
方
法
を

ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

他
の
町
で
は
処
分
で
き
な
い
ご

み
は
、
「
ご
み
の
出
し
方
分
け

方
ガ
イ
ド
」
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
、

問
合
せ
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▲ごみの出し方分け方の
　詳細は町ホームページまで

【クリーンピア松崎持ち込み受付時間】

　平　　　　 日　８時３０分～１６時３０分

　土曜 ・ 祝日　８時３０分～１１時３０分

【問合せ】

　クリーンピア松崎　（４５） ０６０２

  　     生活環境課　（４２） ３９６９

○
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
へ

　

直
接
持
ち
込
む
場
合

　

決
め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
、

ご
み
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
や
、
た
く
さ
ん
の
ご
み
を

出
し
た
い
場
合
は
、
ク
リ
ー
ン

ピ
ア
松
崎
へ
直
接
持
ち
込
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
持
ち
込
む
と
き
に
も
、

可
燃
ご
み
は
町
指
定
の
ご
み
袋

に
必
ず
名
前
を
書
い
て
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

　

可
燃
ご
み
の
持
ち
込
み
は
無

料
で
す
が
、
そ
の
他
の
分
別
ご

み
（
粗
大
ご
み
な
ど
）
は
、
持

ち
込
む
重
さ
が
１
０
０
㌔
（
㌘
）

を
超
え
る
と
き
は
料
金
を
い
た

だ
き
ま
す
。
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　消防法改正により、すべての一般住宅に設置することが義務づけられてから 10 年以上が経過

しました。下田消防本部としましては、住宅用火災警報器の作動確認の実施など適切な維持管理

をお願いしているところです。 また、住宅用火災警報器が未設置のご家庭は、大切な家族やご自

身の生命と財産を守るためにも早期に設置しましょう。

（全国平均 84.9％　静岡県平均 86.7％　下田消防管内 76.5％：令和７年６月時点）

●寝室として使用する部屋　　　　

●寝室が２階以上にある場合は、その階の階段上部

※寝室および階段には煙を感知するタイプの警報器の設置が必要です。

　市販されている感知器はほとんどのものが電池式のタイプで簡単に設置することができます。

●住宅用火災警報器は、電気店、ホームセンターなどで販売しています。

●取付けが義務付けられている所

●取付けをおすすめする所

　各市町の住宅用火災警報器アンケート調査を実施します。

　下記の二次元コードまたはＵＲＬで簡単に回答できますので、皆さまのご協力をお願いします。

（調査期間：令和８年３月 31 日（火）まで）

住宅用火災警報器のアンケート調査にご協力ください

https://logoform.jp/form/NKUD/213210

 ▲二次元コード
【問合せ】 下田消防本部予防課（２２）１８４９

▲住宅用火災警報器アンケート調査のＵＲＬ

～下田消防本部からのお知らせ～

住宅用火災警報器を設置しよう！点検しよう！

【住宅用火災警報器の設置場所・取付位置・警報器の種類】
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軽
自
動
車
税(

種
別
割)

は
、

４
月
１
日
現
在
で
、
原
動
機
付

自
転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型
特

殊
自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動

車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
手

続
き
が
３
月
31
日
を
過
ぎ
て
し

ま
う
と
、
１
年
分
の
税
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
と
、
毎
年
課
税
さ
れ
る

た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
な
り

ま
す
。
手
続
き
は
３
月
31
日

(

火)

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

《
こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を
》

　

以
下
の
よ
う
な
場
合
、
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
下
表

の
各
届
出
先
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
所
有
者
が
町
外
へ
引
っ
越
し

　

を
す
る
場
合
は
、
住
所
変
更

　

な
ど
の
手
続
き

●
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、

　

名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
の
手

　

続
き

●
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警

　

察
に
盗
難
届
を
出
し
て
、
廃

　

車
の
手
続
き
（
盗
難
届
を
出

　

し
た
だ
け
で
は
課
税
さ
れ
続

　

け
ま
す
）

●
解
体
処
理
業
者
な
ど
に
解
体

　

を
依
頼
し
た
場
合
は
、
ナ
ン

　

バ
ー
プ
レ
ー
ト
や
車
検
証
な

　

ど
を
回
収
し
、
廃
車
の
手
続

　

き
●
知
人
な
ど
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ

　

た
、
知
人
な
ど
へ
譲
っ
た
場

　

合
は
、
名
義
変
更
の
手
続
き

●
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
、
ま

　

た
は
１
２
５
ｃ
ｃ
を
超
え
る

　

二
輪
車
を
県
外
で
廃
車
し
た

　

り
、
住
所
変
更
、
名
義
変
更

　

な
ど
の
登
録
変
更
し
た
場
合

　

は
、
所
定
の
手
続
き
に
加
え
、

　

町
へ
の
税
止
め
の
手
続
き

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

  

軽
自
動
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

軽
自
動
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

軽自動車の種類 届出場所 ・ 問合せ先

・ １２５ｃｃ以下の原動機付自転車
・ 小型特殊自動車
・ 50 ｃｃ以下のミニカー

松崎町役場窓口税務課　（TEL ： ４２－３９６８）

・ １２５ｃｃ～２５０ｃｃ以下の軽二輪車
・ ２５０ｃｃを超える二輪の小型自動車

静岡運輸支局沼津自動車検査登録事務所
（TEL ： ０５０－５５４０－２０５１）

・ 軽自動車 （軽三輪 ・ 軽四輪）
軽自動車検査協会静岡事務所沼津支所
（TEL ： ０５０－３８１６－１７７８）

　

役
場
の
窓
口
受
付
時
間
を

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
変
更
し
ま
す

　　

松
崎
町
役
場
で
は
、
３
月

２
日
（
月
）
か
ら
、
役
場
へ
直

接
来
庁
さ
れ
て
の
書
類
提
出
や

税
金
の
納
付
な
ど
の
窓
口
で
の

受
付
時
間
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。
職
員
の
勤
務
時
間
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
午
前
８
時
15

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
仕
事
の
打
合
せ
な
ど

で
来
庁
さ
れ
る
方
や
緊
急
時
の

対
応
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

開
庁
時
間

開
庁
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

　

（
昼
休
み
は
対
応
し
ま
す
）

対
象
施
設

対
象
施
設

　

役
場
庁
舎

※
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
図
書

　

館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

　

体
育
施
設
、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア

　

（
ご
み
の
持
ち
込
み
時
間
）
な

　

ど
、
そ
の
他
の
施
設
は
こ
れ

　

ま
で
の
時
間
と
変
更
あ
り
ま

　

せ
ん
。

電
話
受
付
方
法

電
話
受
付
方
法

 

平
日
午
後
５
時
以
降
お
よ
び

土
日
祝
日
は
、
各
課
へ
の
直
通

番
号
が
自
動
応
答
メ
ッ
セ
ー
ジ

対
応
と
な
り
ま
す
。

 
緊
急
時
は
、
代
表
（
４
２
）

１
１
１
１
に
て
対
応
し
ま
す
。

変
更
の
理
由

変
更
の
理
由

①
閉
庁
時
間
中
に
お
け
る
事
務

　

の
集
中
処
理
に
よ
る
効
率
化
、

　

生
産
性
の
向
上

②
ま
と
ま
っ
た
打
合
せ
時
間
確

　

保
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
の
活
性
化

③
業
務
準
備
や
事
後
処
理
な
ど

　

を
勤
務
時
間
内
に
行
う
こ
と

　

で
時
間
外
の
作
業
を
抑
制

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

▲町ホームページ
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.67

カレー炒り卯の花

－ここがポイント－

★おからを洋風に味付けしました。カレー粉の香り、ケチャッ

　プのコクを加わえることで、おいしく減塩できます。

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

82kcal ３. ２g ４．３g 10. ９g ０. ４g

（１食当たり）

－　材料（４人分）－

おから（生）・・・・・・・・・１２０ｇ　　　　　　　　　　　

タマネギ・・・・・１００ｇ（１／ 2 個）

えのき・・・・・・・・１００ｇ（１袋）

ピーマン・・・・・・・・・40 ｇ（２個）

オリーブオイル・・・・12 ｇ（大さじ１）

ケチャップ・・・・・・24 ｇ（大さじ２）

しょうゆ・・・・・・・・６ｇ（小さじ１）

カレー粉・・・・・・・・・・・・３ｇ

－　作り方　－

①タマネギ、えのき、ピーマンは粗みじん切り

　にする。

②鍋にオリーブオイルを熱し、タマネギとえの

　き、ピーマンを炒め、しんなりしたら、おか

　らを加え、さらに炒める。

③おからがまとまってきたら、ケチャップ、しょ

　うゆ、カレー粉で調味し、器に盛り付ける。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
5151
回回

強
く
豊
か
な
日
本
列
島
に
つ
い
て

強
く
豊
か
な
日
本
列
島
に
つ
い
て

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

１
月
の
国
会
会
期
冒
頭
の

解
散
に
よ
り
、
先
月
２
月
８

日
に
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
自
民
党
が
単
独
で
３

分
の
２
と
な
る
３
１
６
議
席

を
獲
得
し
、
歴
史
的
大
勝
を

収
め
ま
し
た
。
多
く
の
国
民

の
皆
さ
ま
が
高
市
早
苗
総
理

に
日
本
の
未
来
を
託
し
た
結

果
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

有
権
者
の
発
言
の
中
に
も
、

経
済
格
差
の
是
正
、
分
断
の

解
消
、
多
文
化
共
生
社
会
へ

の
対
応
な
ど
、
期
待
を
す
る

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

国
の
新
年
度
予
算
も
成
立
す

る
予
定
で
す
が
、
自
治
体
間

格
差
の
是
正
も
、
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
地
方
な
く
し
て
日
本
国

の
発
展
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

強
く
豊
か
な
日
本
は
、
地
方

あ
っ
て
の
こ
と
と
識
者
の
多

く
が
発
言
し
て
い
ま
す
。
高

市
総
理
は
、
「
挑
戦
し
な
い

国
に
未
来
は
な
い
」
と
述
べ

て
い
て
、
未
来
が
不
安
定
で

不
確
実
な
社
会
だ
か
ら
こ
そ

挑
戦
が
大
事
で
あ
る
と
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
地
方
の
過
疎
地
域
に
も

共
通
す
る
こ
と
で
、
松
崎
町

に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
社

会
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
容
す

る
中
で
、
い
つ
ま
で
も
前
例

踏
襲
で
変
わ
れ
な
い
組
織
や

地
域
は
衰
退
の
一
歩
を
た
ど

る
ば
か
り
で
す
。
持
続
可
能

な
地
域
の
た
め
に
、
国
民
（
町

民
）
一
人
一
人
が
、
主
体
性

を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

食遊会レシピ

松崎町けんこう食遊会が

マックスバリュの減塩キャ

ンペーンで野菜３５０ｇ

の計量クイズや減塩みそ

汁の試飲を行いました。

ぴったり賞が３人いました！



 My Town Topics～まちのできごと～

　１月 16日、松崎小学校で、火災避難訓練・煙体験
が行われました。
　火災避難訓練では、避難時の約束事を意識し、速
やかにグラウンドに避難していました。
　また、その後には煙体験が行われ、参加した１、
２年生は、口や鼻をハンカチなどでしっかり覆った
り、腰を低くして歩いたりして、煙を吸わないよう
に気を付けていました。

松崎小学校 火災避難訓練 ・ 煙体験

　２月５日、環境改善センター大会議室で関係人口
の受け入れ方ワークショップが開催され、町内外か
ら約 30人が参加しました。
　ワークショップでは、地域が抱えている課題を考
え、関係人口にどのような役割を期待したいかを議
論したり、関わってほしい具体的な人物像や関わる
上でどのようなハードルがあるかなどを考えたりし
て、各グループが発表を行いました。

　２月３日、松崎幼稚園で、ワークショップマナ・聖
和保育園・松崎幼稚園の節分交流会が開催されました。
　交流会では、一緒にリズム遊びをしたり、豆ま
きをしたりしました。また、園児たちとワーク
ショップマナの方々が交互に福の神となり、お菓
子まきを楽しみました。
　子どもたちからは、「お菓子がいっぱい取れて楽
しかった！」といった声が聞かれました。

　１月 20日、環境改善センターで、第 37回松崎町
農業振興会ポンカン品評会が開催され、髙橋江美さ
ん（道部）が金賞に輝きました。
　今年は 12農家から 40点のポンカンが出品され、
形状や光沢、外傷などの外観、糖度や食味などの内
容を基準に審査されました。
　また、同日にはポンカンの直売も行われ、多くの
人で賑わいました。

9

ワークショップマナ ・ 聖和保育園 ・ 松崎幼稚園 節分交流会

関係人口の受け入れ方ワークショップ

第 37 回松崎町農業振興会ポンカン品評会



町の人口と世帯
（令和８年１月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,476 人　（ー 13 人）

　男　　　2,596 人　（ー   ７人）

　女　　　2,880 人　（ー   ６人）

世帯数　　2,800 戸　（ー   ２戸）

転　入　  ５人　転　出    10 人

出　生　  ３人　死　亡    11 人

戸籍だより

　令和８年１月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　０件　（±０）

　物損事故　　 15 件　（＋９）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　０人　（±０）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」
-

俳
句-

（１月届出分）
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騙
さ
れ
な
い
で
！　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺

騙
さ
れ
な
い
で
！　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺

・
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
、
そ
の

　

過
信
が
危
な
い
の
で
す
。

○
き
っ
か
け
は
突
然
に･

･
･

　

き
っ
か
け
は
、
有
名
人
が
出
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
だ
っ

た
り
、
突
然
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
て
き
た
り
し
ま

す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
や
り
と
り
を
す

る
う
ち
に
、
投
資
を
勧
め
ら
れ
ま

す
。

・
一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
な
い
親

　

切
そ
う
な
そ
の
人
は
、
本
当
に

　

実
在
す
る
人
で
し
ょ
う
か
。

○
お
金
を
振
り
込
む
前
に･

･
･

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
専
用
ア
プ

リ
や
専
用
サ
イ
ト
で
は
、
お
金
を

振
り
込
む
と
利
益
が
出
た
よ
う
に

見
え
ま
す
。
た
だ
し
、
お
金
を
引

き
出
そ
う
と
す
る
と
、
さ
ら
に
手

数
料
や
税
金
を
要
求
さ
れ
、
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・�

振
込
先
口
座
が
個
人
名
だ
っ
た

り
、振
り
込
み
の
た
び
に
違
っ
た

り
す
る
の
は
要
注
意
で
す
。
お

金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
と
、
ま

ず
取
り
戻
す
の
は
不
可
能
で
す
。

　

お
金
を
振
り
込
む
前
に
、
賀
茂

広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
合
せ
】

賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
４
）
２
２
９
９

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

人
か
ら
勧
め
ら
れ
た
投
資
を
き
っ

か
け
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い

で
い
ま
す
。
賀
茂
地
域
で
も
、
令

和
６
年
で
は
１
件
だ
っ
た
投
資
に

関
す
る
相
談
が
、
令
和
７
年
は
８

件
も
あ
り
ま
し
た
。

○
被
害
は
高
齢
者
以
外
に
も･

･
･

　

老
後
資
金
に
不
安
を
抱
え
る
高

齢
者
の
み
な
ら
ず
、
投
資
を
考
え

て
い
る
人
や
投
資
に
興
味
は
あ
る

け
れ
ど
忙
し
く
て
な
か
な
か
踏
み

出
せ
な
い
人
な
ど
、
年
齢
を
問
わ

ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

風
止
み
て
杜
に

梟
ふ
く
ろ
う

春
近
し　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

一
詞

「
ふ
う
」
と
息
か
け
コ
コ
ア
飲
む
冬
の
夜　
　
　
　

清
水　

高
子

春
や
が
て
待
て
ば
き
っ
と
や
っ
て
く
る　
　
　
　

小
林　

一
郎

八
十
の
手
習
ひ
な
り
と
麦
を
踏
む　
　
　
　
　
　

松
田
美
智
子

冬
さ
み
し
弁
天
島
の
松
か
れ
る　
　
　
　
　
　
　

石
田　

宏

寒
風
や
候
補
の
声
の
消
え
入
り
ぬ　
　
　
　
　
　

深
澤　

順
子

春
立
ぬ
と
も
に
老
ひ
ゆ
く
妻
も
い
て　
　
　
　
　

鈴
木　

基

の
ど
飴
の
缶
カ
ラ
カ
ラ
と
冬
の
朝　
　
　
　
　
　

渋
谷
み
ど
り

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

南 郷 土屋　久江 96 土屋マリア

石 部 髙 橋　 一 94 土屋　公久

明 伏 松 　一惠 82 駒井　將晴

八木山 田口　幾雄 91 田口　宏樹

江奈２ 関　 治 美 91 関 　 洋

大 澤 山本　濱子 89 山本　清文

雲 見 美澤喜實夫 88 美澤けい子

那 賀 山添　享子 84 山添　直幸

おお悔み申し上げます（死悔み申し上げます（死亡）亡）

おおめでとうございます（出生めでとうございます（出生））
地 区 名 前 性別 保 護 者

北 区 月
る あ

碧 女 山崎　晴規

江奈３ 瑠
る か

海 男 齋藤　雄一

江奈２ 湊
み な と

斗 男 髙橋　勇太


